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1 利用者端末をリニューアル（全館）
図書館内のインターネット端末（OPEN端
末）、蔵書検索端末（OPAC端末）を新しい
機器に入れ替え、モニターを 17インチと大
きくし、見やすくなりました。

4   R-WAVE（龍谷大学蔵書検索システム）
をリニューアル（全館）
検索オプションが増え、検索の絞り込み機能が
充実しました。また、検索の結果、図書について
は、『BOOKPLUS』（日外アソシエーツ）からあ
らすじや目次を確認できるようになりました。
また、携帯電話から R-WAVE

にアクセスできるようになりま
した。

3  CD/DVD-ROM端末を増設
（大宮図書館・瀬田図書館）
閲覧を希望する資料を視聴覚資料室等で選び、
カウンターまでお持ちください。館内閲覧手続
の上、ご利用いただけます。

5  自動化書庫と図書館システムを
連動（瀬田図書館）
瀬田図書館内のOPEN・OPAC端末のR-WAVE

から、自動化書庫にある資料を呼び出すこと
（出庫指示）ができるようになりました。
出庫指示をかけた図書は、瀬田図書館 1Fカウン
ターで受け取っていただきますので、必ず該当の
R-WAVE検索結果画面をプリントアウトしてお持
ちください。

7  書店システムと連携し、図書の発注がインター
ネット上からできるようになります。（教員対象）

6  現在のWebサービスが充実し、My R-WAVEと
なります。認証方法も統一され、全学認証ID・
パスワードでログインできるようになります。

2 インターネット端末を増設（全館）
  深草図書館 30台 ▶ 40台
  大宮図書館 10台 ▶ 20台
  瀬田図書館 20台 ▶ 40台
インターネット端末を増設するとともに、
すべての端末を全学認証対応とし、ICカー
ドによる認証を廃止しました。これにより、
RINSカード保持者、REC会員の方も、使用
端末を限定されることなく、すべての端末
が利用できるようになりました。

RINSカード保持者、REC会員の方には、全学
認証用の仮 IDを発行しますので、ご利用前に
カウンターまでお越しください。

図書館システムをリニューアルしました !
龍谷大学図書館は 2009年 10月に図書館システムをリニューアルし、より良い図書館利用環境のため、次のこ
とを実現しました。まずは、システムのリニューアルに際し、図書館サービスの一部停止など、利用者の皆様に
ご迷惑をおかけしましたことをお詫びいたします。

2009年 10月

（予告）2010年 4月～

龍谷大学
マスコットキャラクター

アクセスは、こちらから→



　R-WAVEでは龍谷大学図書館と他大学図書館（NACSIS 

Webcat）の蔵書検索ができます。両方にチェックを入れると横
断検索ができます。その際龍谷大学に蔵書があれば、他大学図
書館は検索されません。

R-WAVE操作方法

1.初期画面（詳細検索画面）

2.検索結果一覧表示画面

龍谷大学蔵書検索システム

R-WAVEの使い方

①図書・雑誌のメディアが選択できます。
②どのキャンパス所蔵の資料かを選択できます。
③ 検索条件欄にキーワードを入力して　　　ボタンをクリ
ックします。
④ 検索オプションで詳細な条件を組み合わせることもできます。
⑤タイトルリストから所蔵を確認することもできます。
⑥ 詳細な検索方法は　　　　タブをクリックし、OPAC利
用ガイドで確認ください。

検索結果一覧が表示されます。
⑦ 希望する資料のタイトルをクリックすると詳細情報が表
示されます。また、チェックボックスに複数チェックを
入れて　　　　　　　　　　　 ボタンを押すと選択した
資料の詳細情報が表示されます。

＊指定がない場合は、「図書」情報から表示されます。
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①

⑥

③

④

⑤

⑦

②

一度に画面表示されない場合は、ここでページを選択します。

チェックボックスにチェックを入れた資料の情報を指定し
たメールアドレスに送信することができます。

R-WAVE（龍谷大学蔵書検索システム）を開きます。
R-WAVEは本学図書館ホームページトップ画面の「資料検索（各
種データベース）」からアクセスできます。

http://rwave.lib.ryukoku.ac.jp/opac/

龍谷大学図書館ホームページ
（http://rwave.lib.ryukoku.ac.jp/hp/）からアクセスする場
合は、ここをクリックします。

画面を印刷する場合は　　   ボタンをクリックしてください

　　検索

　   印刷

　　　　　　　　　　     選択した資料の詳細表示

　　　ヘルプ



【お知らせ】
　2009年 10月より、瀬田図書館内の OPEN・OPAC端末の
R-WAVEから出庫指示ができるようになり、利用方法が変更
になりました。

3.図書詳細情報画面

4.雑誌詳細情報

5.その他（自動化書庫所在図書の利用方法）

　龍谷大学図書館は約 187万冊の蔵書と 16,000タイトルにおよぶ雑誌を所蔵しています。この膨大な資料の中から
自分の求める資料を探し出すのは大変です。しかし、それら資料に関する情報は一部を除きすべて図書館システムに
登録されているため、R-WAVEの使い方をマスターすると効率的に資料を探し出すことができます。
　探している資料もタイトルや著者からだけでなく、興味のあるキーワードや検索オプションで対象を絞り込むこ
とで目的の資料にすばやくたどり着くことができます。

図書の詳細情報が表示されます。以下の項目を確認し、資
料を入手してください。
⑧ 配架場所：各図書館（深草・大宮・瀬田）のどの場所にあ
るかを表示します。所属キャンパス以外の図書館の資料
も取り寄せて利用することができます。＊ 1

⑨ 請求記号：資料は所在場所にこの順番に並んでいます。
資料の背表紙に貼ってあるラベルの記号に当たります。
⑩ 状態：「貸出中」「取置中」などの表示がある場合は利用で
きません。次に利用したい場合は予約制度があります。＊ 2

＊1＊2→ 詳細は LIBRARY GUIDE（図書館利用ガイド）を参照して
ください。

雑誌の詳細情報が表示されます。（雑誌は館外貸出できま
せん）
⑪ 配架場所：各図書館（瀬田・大宮・瀬田）のどの場所にあ
るかを表示します。所属キャンパス以外の図書館の雑誌
は文献複写依頼をすることで入手可能です。＊ 1

⑫ 所蔵巻号：該当の配架場所で所蔵する巻号が表示されま
す。「+」表示がある場合は以降の巻号も継続して配架さ
れます。巻号をクリックすると該当雑誌の新着情報から製
本情報まで表示されます。
⑬ 年次：所蔵巻号の最初の号と最後の号の出版年です。途
中の巻号が欠号している場合もあります。

⑭ 請求記号：製本雑誌は配架場所にこの順番で並べられて
います。

＊1→詳細は LIBRARY GUIDE（図書館利用ガイド）を参照してください。
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⑧
⑩⑨

⑪ ⑬ ⑭

⑫

検索結果の所在が、「瀬田．智光館自動化書庫」となってい
る本を利用する場合はこのボタンをクリックします。
＊ 出庫指示をかけた図書は、この検索結果画面を印刷して、学籍
番号と名前を書いて、瀬田図書館本館 1Fカウンターまで取りに
来てください。

館内閲覧で利用が終わった自動化書庫の図書は、瀬田図書
館本館 1F自動化書庫カウンター横の返本台に、館外貸出
された場合は各館の返却カウンターに返却ください。



『〈聖徳太子〉の誕生』（歴史文化ライブラリー 65）

大山誠一著　吉川弘文館　1999年 文学研究科博士後期課程 1年生  常岡 奈美
　聖徳太子は実在しなかった！
　あなたは、聖徳太子と厩戸王の違いを知っていますか？残された史料に厩戸王は存在するが、「聖徳太子」として記
されたものはなく、聖徳太子は実在しなかったとする本書。あなたは、聖徳太子で習いましたか、厩戸王で習いました
か。教科書の表現を変えるきっかけとなったのがこの本です。もしあなたが「聖徳太子」で学習したならば、あなたの
日本史認識を大きく変えるものでしょう。本書では、聖徳太子が奈良時代に編纂された『日本書紀』の中で誕生し、そ
の後、信仰の対象として取り上げられていった過程を紹介しています。つまり、聖徳太子が創られた虚像であること
を史料をもとに実証しているのです。この本は、今後あなたが研究を行っていく上で、これまでにもっていた既成概
念を見直すための手がかりとなりうる本です。歴史学を学ぶ学生だけでなく、その他の学生にも読んで欲しい一冊です。

『大不況には本を読む』
橋本治著　中央公論新社　2009年 経済学部 4年生  大江 秀治

　本書の中身はほぼ経済論です。特に 2008年に起きた金融危機、経済危機については熱く語られており、
そこから産業革命以後の自由貿易の話が展開されていきます。それを聞いて、経済学部じゃないからと敬
遠する人がいると思いますが、著者は文学者であり見方がシンプルで表現もわかりやすいので、経済学に
触れるという意味でむしろ経済に関心がない人にほど読んで欲しいです。また見方がシンプルなため、経
済学に馴染みがない人でも読み進めていく中で、この考えは共感できる、この考えは理想論だろうなど賛
否両論自分なりの意見が出てくると思います。本書のそういった「読者自身が考える」という部分は、タ
イトルの「本を読む」に繋がってくる重要な部分なのですが、そのことは「本を読む」の持つ意味の 1つ
にすぎません。では本を読むとはどういうことか、なぜ大不況に本を読むのか…是非本書を読んでその答
えを確認してみてください。

『観光まちづくり　まち自慢からはじまる地域マネジメント』
西村幸夫編著　学芸出版社　2009年 経営学部 3年生  三野 玄太

　現代社会において地域にとっては、人口減少社会を迎えてどう自立を果たしていくかは大きな政策課題
であり、定住人口が増えないのであれば、観光・交流人口を誘致・増大させて、その経済波及効果等によ
って地域の活性化を図る必要があります。また、1700万人の日本人が海外旅行に出掛けているのに対し、
400万人しか海外からの旅行者を受け入れていないという現実。現在は観光立国推進基本計画に基づい
て世界に開かれた観光立国の実現に向けた取り組みが観光庁によって進められています。
　本書では観光まちづくりの考え方と実践方法を、まちづくりと観光の相違と共通点、融合の可能性の
解説、歴史を活かし、多様性を引き出し、まちの魅力を高めてきた 10の実践例の紹介、そして、それら
に共通する地域の宝を自慢し、資源化し育ててゆく地域経営（人材、組織、計画のマネジメント）のあり
方の三本柱で具体的に解説しています。

『レインツリーの国』
有川浩著　新潮社　2009年 文学部 3年生  桑田 圭子
　誰もが昔に読んだ、思い出の本が一冊はあると思います。その本の内容は忘れてしまったでしょうか？それ
ともワクワク・ドキドキした内容を忘れられず、時には思い出す日があるでしょうか？
　そんな「忘れられない本」がきっかけとなって『レインツリーの国』の物語は動き始めます。主要な登場人
物は ‘僕’ と ‘彼女’。僕は中学生の頃に読んだライトノベルの結末のラストについて彼女とメールの交換を始め
ます。そして、僕と彼女は実際に会うことに…。そこから、恋に発展…とは簡単にはいきません。ハッピーエ
ンドになるまでには、彼女のある真実、僕の葛藤、二人の対立と様々な問題が待ち受けています。そんな二人
が導き出した答えは優しく、あたたかいものでした。
　私は『レインツリーの国』を読み終わった後、自分の「忘れられない本」をもう一度開いてみたくなりました。
みなさんも、ぜひ。

『裁判員制度』
丸田隆著　平凡社　2004年 法学部 3年生  岡村 勇希
　今年からいよいよ裁判員制度が始まりました。刑事裁判への新しい国民の参加制度とも言えるこの制度です
が、制度として成功するのか、自分に人が裁けるのか、などと、不安に思う人も多いのではないかと思います。
この本は、国会で裁判員法が成立した直後に出版されたもので、少し古い本なのですが、裁判員制度がどんな
制度かの説明だけでなく、制度の成立までの経緯、制度の問題点、さらに、これからの課題などにも触れており、
具体的なシミュレーションも交えて、非常にわかりやすく説明されています。
　ややこしい法律用語もあまり使われていないので、裁判員制度のことには興味があるが、法律関係に
馴染みがないという方たちに特にお薦めします。また、裁判員に選ばれたときの心構えや議論の仕方と
いったことも書かれており、自分が裁判員に向かないと思う人や、選ばれたらどうすればよいかわから
ないという人にも、ぜひ読んでもらいたい一冊です。
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『夜回り先生』
水谷修著　サンクチュアリ・パブリッシング　2004年 社会学部 4年生  吉井 千穂

　この本には、夜回り先生が出会ったたくさんの子ども達について書かれていました。覚醒剤・援助交際・
リストカット・窃盗・いじめ・虐待…子ども達が直面していることだということが信じられませんでした。
一つ一つの行動の裏には、いろんな思いなどが隠されていることも知りました。「昨日までのことは、みん
ないいんだよ。今日から一緒に考えよう。生きてくれさえすれば、それでいいんだよ。」と寄り添い続ける
夜回り先生。「いいんだよ」…たった 5文字のことばだけれど、すべてをやさしく包みこんでくれるような
気がしました。
　これまでのことを受け止め、これからを見つめることの大切さ・これからに寄り添ってくれる存在の大
きさを感じました。私も、「いいんだよ」のことばのように、これまでを受けとめ、これからを大切にして
いきたいと思いました。

『人間を幸福にしない日本というシステム』
カレル・ヴァン・ウォルフレン著  篠原勝訳  毎日新聞社  1994年 国際文化学部 3年生  小杉 研二

　少し古い内容。いまでも十分通用する個所。比べてみたときに多いと感じるのは後者のほうだった。日本が改善
された点はそこかと、なかば落胆もする。氏の名前を初めに知ったのはネット上の松岡正剛氏の巨大書評サイト「千
夜千冊」でのことだ。出版当時、いわゆる共産系の人のバイブルにもなった本なのだそうだが、いまにしてみれば
とても普通のことを書いている。とにかく民意が反映されず政治活動がタブー視される国。出版から十数年たっ
てようやく新政権が官僚独裁主義について動きはじめたがようやくである。この手の著者にありがちな、海外賛
否でもない。寿司が大好きといいながら、捕鯨に反対する矛盾した感じでもない。日本の産業への競争相手が増え、
教師が生徒へただの日本の過去の賛否をするのをやめ、若い世代が「社会は自分を必要としていなかったし、自
分も社会を必要としていなかった」と考える始末の世の中だ。そんな中、「それでもいいのですか」と問い掛けて
くれる一冊だ。

『パソコンなんでも解決大事典』（TJ mook）

共同発行人：江澤隆志　藤澤英一　宝島社　2008年 理工学部 3年生  河合 達也
　最近では多くの方々が仕事や趣味の為に、パソコンを利用する事が多くなっています。しかし、利用されて
いる方もそうでない方も、パソコンの利用方法について知らない事も多々あるのではないかと思います。
　僕も理工学部に所属しているからといってパソコンについて全て知っているというほどでもなく、むしろ
知らない事の方が多いと思います。
　この本は、そういったあまり詳しくない方もわかるようなパソコンの利用方法について紹介されています。
利用することの多い表計算ソフトのエクセルや、レポートを作成する際に使用する文書作成ソフトのワード
の使用方法を一から解りやすく説明してあります。それ以外にも音楽やデジタルカメラの写真、テレビの視
聴等についても説明されていて、自分の趣味の幅を広げることも出来ると思います。
　パソコンの利用について簡単に知りたい方や興味のある方はぜひ読んでいただきたいです。

『西洋美術史から日本が見える』
木村泰司著　PHP新書　2009年 短期大学部卒業（現・国際文化学部 3年生）  坂 奈緒子
　日本では当たり前となっていることが実は欧米の人から見ると、ルールを知らずただ欧米の真似ごとをして
いるようにしか見えないということがある。例えば、赤い薔薇は「性愛の女神」アフロディテを表すこともある
ので、本来は裏庭の夫婦の寝室の前に植えられるくらいがちょうどいい。間違っても前庭や客間のようなゲス
トの目に触れるところに飾る花ではないのだ。このようなルールを知っているか知らないかではゲストに与え
る印象がだいぶ違う。むしろ知らないことで相手に不快感を与えることもある。外国文化大好きというのであ
れば、中身の教養も伴わなければならないのだ。この本ではその教養を西洋美術史をもとに解説してくれてい
る。また、著者がアメリカやロンドンで暮らしていた時の話が多く盛り込まれているので読んでいるとその
光景が目に浮かぶようで面白い。楽しみながら欧米の人と関わる上で必要なルールを知れる本だと思う。
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　創立 370周年記念式典にあわせ、2009年 10月 24日（土）～ 25日（日）に、
深草図書館において、「龍谷大学所蔵稀書展」を開催しました。
　「類聚古集（国宝）」・「李柏尺牘稿（重要文化財）」、「混一疆理歴代國都之圖」
など本学が所蔵する貴重資料や深草図書館所蔵の長尾コレクション等 33

点を一般公開しました。
　2日間という短期間でしたが、これまでにない展観に地域住民の方々を
はじめ多くの方に御覧いただきました。

▲類聚古集（国宝） ▲李柏尺牘稿（重要文化財）

▲東京銀座通電気燈建設之図（長尾文庫）

▲解体新書

▲混一疆理歴代國都之圖

「龍谷大学所蔵稀書展」にて
図書館所蔵コレクションを公開

展
示
さ
れ
た
資
料
の
一
部

龍谷大学創立370周年記念事業
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　1639（寛永 16）年から連綿と続く本学の歴史と今を紹介する
「創立 370周年回顧展」を大宮、深草、瀬田の 3キャンパスで開
催しました。
　深草、瀬田では写真パネルによる展示、大宮では、大学史資
料の古文書類、大学関係パンフレットやグッズ類と映像資料、
写真パネルによる展示で本学の歴史を紹介しました。
　この回顧展を通じて本学の 370年という歴史と伝統を感じ
るとともに、大学の諸活動を理解いただく場として、卒業生に
は、懐かしさを感じ旧交を温めていただく機会を提供しました。

創立370周年「回顧展」を
開催しました。

▲ 学友会イヤーブック作成委員会の協力に
より作成されたパネル

龍谷大学創立370周年記念事業

2009年  10月 19日～
11月 6日

大宮

2009年  9月 24日～
11月 3日

深草

2009年  9月 24日～
10月 15日

瀬田
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OMIYA
○ 16年ぶりに本学で佛教図書館協会総会・研修会を開催しました。
　佛教図書館協会は、アジア財団の援助を受け、「仏教文化の世界的発展への寄与」を目的として仏教系 13大学の
図書館により 1958年に設立され、第 1回総会・研修会は龍谷大学で開催されました。その協会事業として〈仏教図
書の綜合目録作製〉が掲げられ、これまでに『仏教図書館共通分類表』『仏教関係雑誌所在目録』などが作製されま
した。特に後者は、本学が中心となり編集されたものです。現在、その活動は、相互利用から調査研究等、相互情報
ネットワーク作りの一環としての諸事業に及んでいます。
　総会・研修会は年一回開催されていますが、本年は 16年ぶりに、本学が会場校となりました（2009年 7月 10日）。
当日は 19大学の図書館職員 30数名が大宮学舎に集い、研修会では「本願寺良如と初期学寮のゆくえ」と題して
本学の平田図書館長が講演されたほか、本館展観室での貴重資料の展示、図書館見学ツアーなどを行いました。相
互の親睦を深め、情報を交換することもでき、実り多い会合となりました。

SETA
○平日の開館時間を延長しました。
　瀬田図書館では、図書館をより一層ご利用いただけるよう、2009年度から平日の開館時間を 21時まで延長しました。
　多くの皆様のご利用をお待ちしております。
○夏期休暇中に瀬田図書館を高校生に開放
　瀬田図書館では、2007年度から地域社会への貢献と教育還元の一環として、滋賀県下の高校に通う高校生を対象
に図書館を開放しています。8月 5日～ 9月 10日まで開放し、11校延べ 60名の高校生が利用しました。

FUKAKUSA
○安重根の書を故郷韓国に初の貸出へ
　深草図書館では、同館に寄託所蔵されている韓国の独立運動家・安重根
（1879-1910）の遺墨三幅および写真パネル 27点を韓国・ソウルの「芸術の
殿堂」で開催される「遺墨展 安重根 独立を越えて平和で（会期 :2009年
10月 26日～ 2010年 1月 24日）」に出陳しました。
　この資料は、岡山県笠岡市の浄心寺から本学に 1997年に寄託されたも
ので、安重根が処刑の直前に書いたと見られる遺墨など関連資料 88点を
深草図書館で保管していたものです。
　安重根がハルピン駅頭で伊藤博文を射殺してから今年が 100年目にあた
ります。遺墨が 100年ぶりに里帰りしたことで、本学から「芸術の殿堂」
への資料引渡には、韓国内のマスコミ（TV局・新聞社等）が多数駆けつけ、
取材を受けました。韓国における関心の高さを実感しました。今回の貸出
を通じて、日韓友好の証となることが期待されています。


